
事業の計画・内容

■ 直営 □ 指定管理 □ 民間委託等

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円） 委託料

その他
合計（A+B)
③財源内訳 特定財源 国県支出金
（千円）

受益者負担
その他特財

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

施設の管理・運営

新堂駅前公園の利用者

事業名

基本施策

918

伊賀市　事務事業評価シート

新堂駅周辺施設公園管理費

28

芝生管理面積

正規職員     （人） 0.5
活動指標 単位

（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
根拠法令・要綱等

担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

快適な環境のもとに安全で安心に利用できる施設の維持管理を行う。
公園芝生管理委託Ａ＝２，４７０㎡　　便所清掃委託１箇所（Ａ＝２０．３㎡）　　公園及び駅前駐車場清掃委託Ａ＝５，３００㎡

地方自治法運営主体

細目
細々目

１０１

施設の維持管理により、利用者が快適な環境のもとに利用することができ
る。

成果（どうなるのか）

０２
公園施設維持管理経費
新堂駅周辺施設公園管理費

伊賀産業建設課

2,165 2,165

H17 H18（予算）

0.5

H19（予算）

0.5

4必要性
利用者は、広く市民を含め不特定多数の方が対象であり、国道と鉄道の駅に隣接していることから、休憩
場所として広く利用されている。よって、憩いの場としての環境維持していくうえで大切な事業であり、維持
管理費の確保が不可欠である。

1,966

効率性

評
価

JR新堂駅の乗降客だけではなく国道25号線を利用する車両等にとっても休憩場所としての利用頻度が増加していることから、環境の美化を進める
うえでも大切な業務であり、今後、植樹した樹木も成長していくことから、維持管理費の確保により一層努める必要がある。
なお、苦情処理は迅速に行っており、同一案件での苦情発生はない。

指標設定の考え方

利用満足度を指標としたいが、把握が困難なことから苦情を受け
た件数を採用した。

件

目標

事業の目的の成果を測る指標

利用者からの苦情を受けた件数

H17

1,663 1,860 1,860

3,600 3,600 3,600

305 305
5,566

303
5,765 5,765

目標値

㎡

H17 H18 H19
実績値

2,470 2,470 2,470

2
0

単位

A

総合評価
3
3
3

有効性
達成度

緑化を進め、公園や緑地を整備する

０１
０８
０４
０５

会計
款
項
目

一般会計
土木費
都市計画費
公園費

名            称コードコード 名               称

0

0

H18（目標）

目標

H19（目標）

5,566 5,765 5,765

４５－９１１９高島幸生 連絡先


